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平
成
九
年
の
開
通
が
待
ち
望
ま
れ
る

[2] 

「
橋
上
」
駅
・
「
地
平
」
駅
を
南
北
自
由
通
路
で

2. 

北
陸
新
幹
線
の
開
通
に
よ
り
、
新
た
に
建
設
さ
れ
る
上
田
駅

舎
の
基
本
的
な
計
画
案
が
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
構
造
的
に
は
、
新
幹
線
駅
は
地
平
駅
、
在

来
線
は
南
北
自
由
通
路
を
利
用
し
た
橋
上
駅
と
い
う
形
を
と
り

ま
す
が
、
今
後
よ
り
よ
い
駅
舎
建
設
に
向
け
て
、
関
係
機
関
と

協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い

t
思
い
ま
す
。

上田駅計画概要因 u 

7 

ーーーー田-----

往
広範うえだ5.

駅
を
核
に
ま
ち
い
つ
く
り

上
田
駅
の
現
伐
の
利
用
人
員
は
、

一
日
当
た
り
約
二
万
人
で
す
が
、
平

…
成
九
年
に
北
陸
新
幹
線
が
開
通
す
る

ご

と
、
東
京
ま
で

一
時
間
余
で
行
き
米

一日

す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

一日

こ
れ
に
よ
り
、
上
田
駅
の
利
用
者

一一

は
小
県
郡
を
は
じ
め
戸
倉
町
、
上
山

'
一
…

田
町
、

更
埴
市
ま
で
及
ぶ
と
与
え
ら

〆

三

れ
ま
す
。
そ
こ
で
釆
降
客
は
現
点
よ

一
…
り
増
え
二
万
五
千
人
が
比
込
ま
れ
ま

¥

一
・
す
。

一
一
一

こ
の
た
め
、
高
速
交
通
時
代
の
幕

一

一
…
明
け
に
ふ
さ
わ
し
い
玄
関
口
と
し
て

一

一
…
上
回
駅
舎
は
じ
め
駅
周
辺
の
整
備
が

/

一
…
急
務
と
な
り
ま
す
。
市
は
釈
を
中
心

一
と
し
た
ま
ち
づ
く
リ
を
長
期
基
本
構

…
想
の
中
で
位
置
付
け
、
駅
の
北
側
は

…
再
開
発
計
画
を
、
南
側
は
駅
前
整
備

…
計
画
を
打
ち
出
し
、
南
北

一
体
化
を

い
進
め
て
い
ま
す
。

す
で
に
昨
年
三
月
に
は
、
こ
の
構

…
想
に
基
づ
い
た
南
北
自
由
通
路
が
開

" 



. . 
一句、ι

北
陸
新
幹
線
・
第
2
千
曲
川
橋
り

ょ
う
(
延
長
二
百
七
十
メ
ー
ト
ル
)
の

完
成
予
想
図
。
す
で
に
橋
脚
工
事
に

入
っ
て
必
り
、
鉄
道
専
用
の
長
大
橋

へ
の
導
入
と
し
て
は
全
国
初

/ 

通
し
、
今
ま
で
遠
回
り
し
て
い
た
南

…

構
造
的
に
は
高
架
で
入
勺
て
く
る

…

北
の
往
来
が
た
い
へ
ん
使
利
に
な
り

…
た
め
、
高
架
下
を
利
用
し
た
地
平
駅
…

ま
し
た
。
と
同
時
に
、
新
幹
線
開
通

…
と
な
り
、
二
階
部
分
に
ホ
ー
ム

(相

…

に
よ
り
急
増
が
見
込
ま
れ
る
駅
利
用

…
対
式
二
面
二
線
、
ホ
ー
ム
延
長
三
百

…

者
を
北
口
と
南
口
に
分
散
化
さ
せ
る

…
十
日
、
ホ
ー
ム
幅
五
灯
)
と
軌
道
が

…

メ
リ
ッ
ト
も
止
ま
れ
て
い
ま
す
。

…
建
設
さ
れ
ま
す
。

な
お
、

一
階
の
駅
部
分
の
M
H

一
ハ
体
的

…

在

来

線

は

「

橋

上

駅

」

で

…

な
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
に
つ
い
て
は
、

…

一
J

R
側
で
は
現
在
明
ら
か
に
し
て
い

一

駅
は
単
に
交
通
機
能
の
商
だ
け
で

…
ま
せ
ん
。

…

な
く
、
市
民
や
利
用
者
の
幅
広
い
ぺ
交

一

一
方
、
将
来
第
三
セ
ク
タ
ー
と
い

…

流
が
展
開
さ
れ
る

H

市
民
空
間
"
と

…
う
営
業
形
態
と
な
る
在
来
線
に
つ
い

…

し
て
の
機
能
も
併
せ
持
つ
こ
と
が
必

…
て
は
、
市
で
は
南
北
駅
前
広
場
の
一

要
で
す
。

…
体
化
の
構
想
に
基
づ
い
て
、
既
設
の

一

北
陸
新
幹
線
の
新
駅
令
は
、
日
本

一
南
北
自
由
通
路
を
最
大
限
に
柄
用
し
、

…

鉄
道
建
設
公
団
と
J

R
東
日
本
が
設

…
新
幹
線
、
在
来
線
、
上
国
交
通
別
所

…

計
、
建
設
し
ま
す
が
、
現

・
花
来
線

…
線
を
有
機
的
に
来
リ
入
れ
で
き
る
よ

…

駅
舎
と
ほ
ぼ
同
じ
位
置
に
造
ら
れ
、
…

う
一
体
化
し
た

「
橋
上
駅
」

に
し
た

…

平
成
六
年
に
は
請
手
さ
れ
る
と
思
わ

…
い
と
考
え
、

J
R
と
も
基
本
的
に
は

一

れ
ま
す
。

一
ム
n
a立
を
得
て
お
り
、
近
く
協
定
を
綿

一

上田駅計画正面図(案)=北口倶IJ=

結
す
る
予
定
で
す
。

市
民
の
交
流
の
「
場
」
に

柄
上
駅
は
、
約
六
百
平
方
日
で、

南
北
自
由
通
路
の
東
側
に
併
設
し
、

南
北
両
方
か
ら
行
き
来
が
で
き
る
よ

…

う
に
し
ま
す
。
百
十
五
平

H
U
の
「
市

…

民
コ
ー
ナ
ー
」
も
設
け
、
市
川
氏
の
コ

一

ミ
ユ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
し
た
空
間
と

い

し
ま
す
。

…

総
事
業
費
は
七
億
九
百
万
円
で
、

…

市
の
負
担
が
七
割
(
四
億
九
千
六
-白

…

万
円
)
、

J
R
が
三
割
を
予
定
し
、
市

い

が
財
源
を
負
担
す
る
こ
と
に
つ
い
て

い

は
、
す
で
に
自
治
省
の
了
解
を
得
て

…

い
ま
す
。

…

建
設
は
平
成
五
年
度
か
ら
始
め
、

八
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
.
ぃ

今
後
は
、
諸
要
望
な
ど
を
踏
ま
え
、

一
よ
り
よ
い
上
山
駅
建
設
に
向
け
て
、

関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
こ
に
-
ポ
し
た
予
想
計
画

図
は
而
が
構
造
上
、
機
能
上
で
、
こ

の
よ
う
な
形
態
の
駅
舎
と
な
る
こ
と

を
ポ
し
た
一
例
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
外

観
な
ど
に
つ
い
て
は
市
氏
の
皆
さ
ん

の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
な
が
ら
建
設

を
進
め
て
い
き
た
い
と
与
え
て
い
ま

す
。

高3護支通諜(内線1552)

駅
前
整
備
も
進
め
ま
す

駅
舎
建
設
と
併
せ
て
進
め
る
駅
間

辺
の
繋
備
に
つ
い
て
、
上
田
市
の
表

玄
関
と
な
る
駅
北
口
は
約

一
・
4
じ

を
再
開
発
し
、
新
し
い
駅
前
ピ
ル
の

建
設
や
道
路
の
拡
幅
な
ど
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

南
口
は
駐
↑
車
場
や
自
転
半
世
場
を

備
え
た
広
場

(今
の
北
U
よ
リ
や
や

広
い
)
を
蜂
備
し
ま
す
。
す
で
に
昨

年
三
月
南
北
自
由
通
路
の
開
通
に
伴

い
、
暫
定
的
な
ミ
ニ
ロ
ー
タ
リ
ー
と

駐
輪
場
が
完
成
し
、
多
く
の
か
た
に

利
用
さ
れ
て
い
ま
す

u

い
ず
れ
も
新
幹
線
開
通
ま
で
に
桂

備
す
る
計
画
で
す
。

ご
意
見
・
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

こ
の
記
事
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
ご
意
見

・

ご
感
怒
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
あ
て
先

は

「〒
叩川
上
岡
市
大
手
一
|
一一

|

一
六

上
田
市
役
所
秘
書
課
広
報
提
当
』
ま
で

-問い合わせ7 2. 広報うえだ5.[31 



30億242万円
(9.596) 

22億5.655万円
(7.2%) 

17憶1.3217]円
(5.4%) 

市税

158億5.262万円
(50.1%) 12億1.426万円

(3.8%) 

総務費

21億9.625万円
(7.196) 

・除籍管理システム導入(3.959万円)

・クリーンシティ上回基金積立金

(5.000万円)

民生費
・高働者等緊急通報装置の設置

(1，693万円)

・地域改善対策事業(21意6.926万円)

・生活保護費 (3億3.182万円)

・老人福祉施設入所者のために

(41:窓2.892万円)

衛生費
・地域医療対策として (2，374万円)

・合併処理浄化槽設置に助成

(1{窓2，378万円)

・ごみ減量 ・再資源化対策(282万円)

・砥石城跡自然探勝園の整備

(2.277方向)

収入総額

316億2，248万円

310億7，977万円
支出総額

4・

民生費

土木費
57億四7万円

(18.396) 

55憶670万円
(17.7%) 

商工費 /農林水産業費
・中小企業融資に(14億8.344万円) ・県単土地改良事業 (9.148方向)

・商工業の振興助成 (8.986万円) ・地熱開発利用事業(温泉掘削)

・ふれあいの里整備事業 / (4.603万円)

(H窓6.997万問) ・団体営土地改良事業(l{意1.242万円)

土木費
・道路の改良舗裟(l7i意416万円)

・街路の整備 (6f.iF.l，213万円)

・河川の改修 (4(意5，2427]円)

・上回駅橋上線整備事業

(2億8，978万問)

・市営住宅の建替 (3億1.298万円)

教育費
・室内プール「アクアプラザ上周」

の建設 (161意3.423万円)

・第4中学校校舎増改築(21，意8.077万円)

・生涯学習振興事業 (489万円)

・室内多目的運動場の建設

{1億8.746万円)

広'111う左足!5.2. 1 [4] 



5，000方向 10 30 50i意

土地取得
事業

毎回有線
放送電話事業

相Z祉事費量
センター事業

老人保健事業

自量策君臨落
排水軍事雪量

6，134万円

5，472万円

4，503万円
4，040万円

:z;::;;詔 モ ヨ 収入済額

ーー支出;斉鎖

111:2，353万円
11意2，325万円

61:車2，921万円

6億2，560万円

501:意1，001方向

441:章8，882万円

53111，310方向

52惚8，702万円

同和地区住宅
新築資金等

31:章9，163万円

31章7，963万円

量副昌三髭孟ヨ
草剤せE事費量

公共下水道
恵策

251:軍8，163方向

25億6，543万円

各事業のあらまし

工地取得事業

塩田育線股送電話事業

国民健康保険事業

受通災害共済事業

福祉事業センター事業

老人保健事業

農業集落排水事業

同和地区住宅新築

資金等貸伺事業

公共下水道事業

収 企業名

益

的
産院事業

収

支
水道事業

-土地取得状況 4件(46，452.56m'、3憶5.034万円)

・加入戸数 3，517戸 ・通話交換回数 6.591回(l日平均)

-被保険者数 33，425人(15，780世帯) ・保険給付状況 30億3，924万円(保険者負強分)

・加入者数 106，126人 ・見舞金支給額 2，970万円

・延べ利用者数 16，176人 ・作業工賃 6，401万問

・医療費受給者数 12，178人 ・医療費給付状況 521意4，829万円(老人医療負担分)

仁古問地区 7.015万円、下之郷地区 2億2.08271問、
・管路、処理場等建設事業費 岡地区 2f.む5，924万円

・貸付状況 24件(11意6，200方向)

・処理区域戸数 12，990戸(32.8%) ・事業進ちよく状況 処理面積 871.8ha 

収 入 支 出

(予算額) (守~~判長) 水道事業のあらまし
-ーー・ーー.....-ーー... ーーー.・・..・.--..--_ 

(決算額) t決tr古賀)

21M. 511方向 2{q.6，604万円
-ー..・4・ー・...・4・・ーー ーー..・・..ー・..酔暗唱トーーー

21~9 . 628万円 2m5.855万円

171.1):3.917万円 171.~2 ，516万円
.._---ーー...・司亭司..・ーー ーーーーーーーー・ーーーーーーー

171窓7.874万円 17f.意1，]69万円

資
企 業 名 (予算額)

ーー..ー・ーー・..ー・ー.. 

本
1決算額)

的 産院事業
409万円

ーー・・ーー・・・・・ー・ー・・ー

収 409万円

支
水道事幾

5ff，3，138万円
..・ーー・ーーーー・・_..ーー

51，悲t5，082万円

支 出

(予算額)
ー-ーー..‘'骨唱』ー.........ーー

(決算額)

1，283万阿
-・・.ーー・・・・・・ー・・ー.

1.253万円

81~4 ， 520万阿
ーー...・..ーーー...・・・ー

8f.M，l84万円

給水戸数

年間配水量

建設工事

改良工事

33，659戸 (98.878人)

1.545方耐

31件 (2億4.261万円)

55件 (3億7.359万円)

産院事業のあらまし

入院患者数

外来患者数

新生児数

7，459人(延べ)

14，335人(延べ)

489人

[5] 広報うえだ5. 2. 1 



“ま
~浦星保育園で“どんと溶き"~4

1月14目、浦里保有国て「どんど焼き」が行われま

した。|司聞のどんど焼きは、地J己の人たちも参加する

ことが特色。今回も 2日前から、|期限司さん (64此・

越戸 )が竹や松紫、だるまなどを川立しました。勢い

よく燃えたあと隙l児26人は、父Iゆらといっしょに、焼い

た「まゆJi.J を口いっぱL、lニほおばっていました

消防、舎年も頑張ります/

消
防
出
初
め
い
八
が
一
月
ト
七
円

に
行
わ
れ
ま
し
た
e

一
・
中
ク
ラ
ウ

ン
ド
を
出
発
し
た
約
千
七
百
五
十

人
の
消
防
関
係
者
は
、
海
野
町
通

り

・
大
手
通
り
を
通
っ
て
、
市
民

会
館
ま
て
続
々
と
市
中
を
ハ
レ
|

ド
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
や
婦
人
消

防
隊
、
新
た
に
配
抗
さ
れ
た
女
性

消
防
向
日
付
な
ど
、
快
晴
の
中
を
堂

々
と
行
進
し
て
い
ま
し
た
。

[6] 7 2. 広報うえだ5. 
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輩雇阜、

新
春
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
て
大
健
闘

H
H

上
回
東
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
が
全
国
大
会
出
場

H
H

正
月
に
行
わ
れ
た
恒
例
の
「
全
国
高
校
サ

ッ

サ
l
選
手
権
大
会
」
に
、
長
野
県
代
表
と
し
て
、

上
佃
東
日
校
が
六
回
自
の
出
場
を
来
た
し
ま
し

た
。
卜
二
月
十
六
日
に
市
役
所
を
訪
れ
た
同
校

イ
レ
ブ
ン
は
、
「
勝
と
う
と
思
わ
ず
、
教
わ
っ
て

き
た
こ
と
を
フ
ル
に
発
抑
し
て
頑
振
っ
て
き
て

ほ
し
い
」
と
、
ぷ
野
市
長
か
ら
激
励
を
受
け
ま

し
た
。
続
い
て
同
三
十
日
に
は
、
壮
行
会
が
同

校
で
行
わ
れ

1
写
真
下

l
、
本
大
会
に
臨
み
ま

し
た
。
一
回
戦
は
一
月
二
日
、
埼
五
県
大
病
市

の
大
宮
サ
ッ
カ
ー
場
で
、
ほ
ハ
印
県
代
表

・
神
戸

弘
陵
高
校
と
対
戦
。
持
戦
む
な
し
く
ニ
吋

一
て

惜
し
く
も
敗
札
ま
し
た
が
、

L
L

凶
京
高
校
の
他

聞
か
光
っ
た
一

h

純
で
し
た
。

(土

21 
白石

r， 
の
巻 @ 

..~:， 

j舌文縄師が寺子屋を開いた大a堂跡はひっそり

祢活
文
禅
師
の
遺
跡
大
日
堂

神
科
台
地
南
東
部
の
岩
門
は
、
古
代
の
耕
地

区
画
法
で
あ
る
粂
里
的
遺
構
が
確
認
さ
れ
て
お

り
、
古
く
か
ら
稲
作
が
行
わ
れ
て
い
た
地
帯
で

し
た
。
そ
の
当
時
の
石
高
は
定
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
江
戸
時
代
前
期
の
元
初
年
間
二
六

一
五
|
一
六
二
三
)
に
は
七
行
二
十
二
石
余
と

い
う
記
鈍
が
あ
り
ま
す
(
「
厄
和
石
高
帳
」

}内

上
回
滞
、
ヱ
が
仙
石
氏
か
ら
松
平
・
氏
に
替
わ
っ

た
宝
永
三
年
二
七

O
六
)
の
山
行
門
村
の
縦
悦

は
家
数
が
-
三

O
粁
ほ
ど
て
人
数
は
約
百
六
ト
入
、

同
が
卜
三
一
同
制
わ
れ
て
お
り
、
山
本
尚
三
町
ト
八

川
{約
一-.
U」ハ
ト
メ
ー
ト
ル
)
、
南
北
六
町
二
十

八
川
{
約
七
.h
メ
ー
ト
ル

)
の
広
き
で
し
た

(
L
L

川
部
村
川
制
帳

)
4

山
口
門
に
は
上
旧
城
下
か
ら
祢
山
方
而
へ
の
古

い
辺
が
あ
り
祢
山
道
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が

明
治
の
中
頃
仁
、
や
や
道
筋
を
変
更
し
て
整
備

H
C
I
-
-

し
た
。

大
目
立
跡
は
前
文
禅
師
遺
跡
と
し
て
上
田
市

が
史
跡
指
定
を
し
て
い
ま
す
。
活
文
禅
師
遺
跡

は
こ
の
ほ
か
に
常
国
の
毘
沙
門
堂
跡
、
若
久
保

の
竜
洞
院
(
造
量

・
遺
品

・
文
書
を
含
む
)
が

あ
り
ま
す
。

活

文

二

七

七

五

l
一
八
四
五
)
は
松
代
藩

出
身
の
学
問
。
長
崎
、
江
戸
に
遊
学
し
四
十
四

歳
の
時
竜
綱
院
に
赴
任
、
住
職
と
し
て
六
年
間

過
ご
し
ま
し
た
が
、
文
政
七
年
二
八
二
四
}

討
門
村
の
大
円
常
に
隠
川
し
、
辛
子
日
肢
を
聞
き

付
近
の
人
々
を
教
育
し
ま
し
た
e

文
政
卜

一
年
則
、
卜
ヒ
哉
の
佐
久
間
象
山
が

前
文
を
採
っ
て
松
代
か
ら
地
雌
峠
を
越
え
て
大

H
常
を
訪
れ
、
以
後
お
よ
そ

一
年
間
、
八
虫
(約

三
卜
ニ
キ
ロ

)
の
迫
を
瓜
に
来

っ
て
岩
門
の
活

文
の
も
と
に
泊
い
続
け
た
と
い
ト
ま
す
。

前
文
は
柴
山
に
切
々
と
胸
中
を
吐
話
し
た
詩

を
贈
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
中
に
「
幽
野
三

削
叫
在
の
県
道
小
諸

l
上
回
線
と
な
り
ま

常
噌
滋
選
議
ワ
祢
J
岬
内
海
r

問
屋
/
事
々
京
岩
頭
」
と
あ
リ
ま
す
。
小
さ
な

寺

f
屋
の
様
子
が
日
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
す
の

ち
な
み
に
、
活
文
が
常
回
の
毘
沙
門
堂
に
移

っ
た
の
は
文
政
十
二
年
頃
の
よ
う
で
す
が
、
彼
の

生
涯
と
思
想
は
村
上
博
優

『
活
文
禅
師
詩
情
害

賠
序
文
集
』
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

(一部)

7 
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源
兵
衛
坂
(
北
実
神
町
)

マイ

タウ ン
MYTOWN 

_j提|言|

-
:
:
:
・
今
月
の
テ

l
マ。

一
成
人
病
を

予
防
す
る
た
め
に

「
成
人
病
予
防
週
間
」
が
二
月

一

一
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
が
ん
、

心
一

一
臓
病
、
脳
卒
中
|
。
こ
れ
ら
を
予
防

…

一
す
る
た
め
、
あ
な
た
は
日
ご
ろ
、
ど

…

…
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
を
払
い
、
実

…

…
践
し
て
い
ま
す
か
。

お話

竹田忠-~

(65歳・北実神町)

通
勤
・通
学
の
近
道
に

そ
の
背
(江
戸
時
代
て
こ
の
坂
の
上
の
民
般

に
並
河
源
兵
衛
さ
ん
と
い
う
人
が
住
ん
で
い
て
、

そ
の
下
の
坂
な
の
で

「源
兵
衛
坂
L

と
呼
ん
で

い
ま
す
。
わ
た
し
が
小
さ
い
こ
ろ
は
、
こ
の
坂

の
石
垣
は
竹
や
ぷ
で
し
た
の
で
、
ム
ジ
ナ
や
タ

ヌ
キ
、
へ
ピ
が
よ
く
出
た
の
を
憶
え
て
い
ま
す
。

近
年
、
急
傾
斜
区
域
と
い
う
こ
と
で
、
手
す
り

付
き
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
坂
に
改
修
さ
れ
ま
し

たか".
大差隆亮三

(61愈・野竹)

よ
く
眠
り
、
手
軽
に
歩
く

市
社
会
の
中
で
辺
助
不
足
が
問
題
で
、

低
年
齢
聞
か
ら
予
防
が
必
要
だ
と
い
い

ま
す
。
家
族
ぐ
る
み
で
運
動
す
る
態
勢

を
整
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

一
日
の
歩
数
が
多
く
な
る
に
従
い
、
血

圧
が
低
く
な
る
と
い
い
ま
す
。

戦
後
は
食
杭
が
盟
富
で
な
く
、
食
事

も
粗
末
で
し
た
。
し
か
し
、
句
の
も
の

で
ほ
が
一

・生
懸
命
に
食
事
を
作
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
随
康
を
与
え
な
く
て
も
故

高
の
状
態
で
い
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
今
、
食
生
活
が
一
変
し
、
ど

ん
な
田
舎
に
も
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。
生
活
の
便
利
さ
が
文
化

的
な
盟
か
さ
を
意
味
す
る
と
い
う
感
覚

が
地
方
の
町
や
村
に
も
あ
り
ま
す
。

不
便
な
生
活
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

建
て
つ
け
の
悪
い
戸
は
冬
に
は
す
き
ま

風
が
入
っ
て
寒
い
で
す
が
、
そ
の
た
め

季
節
を
感
じ
ま
す
。

い
い
食
生
活
を
す

る
た
め
に
は
、
家
庭
の
中
で
の
習
慣
づ

け
が
大
切
。
毎
日
い
い
空
気
を
胸
い
っ

ぱ
い
吸
い
、
気
分
転
換
を
上
手
に
し
て
、

よ
く
眠
る
。
そ
し
て
、
で
き
る
だ
け
歩

幅
を
広
く
と
り
、

「
や
や
き
つ
い
」
と
感

じ
る
脱
皮
の
述
さ
で
歩
い
て
い
ま
す
。 た

カ
す
3
。

駅
へ
通
じ
る
坂
の
下
の
道
は
、
以
前
生
糸
商

の
蔵
が
あ
り
駅
方
面
へ
蚕
を
運
ぶ
馬
車
が
頻
繁

に
出
入
り
し
た
の
で
「
馬
道
」
と
言
っ
て
い
ま
し

た
e

今
で
は
と
て
も
予
想
も
つ
か
な
い
話
で
す
。

ま
た
、
下
水
道
工
事
の
と
き
、
こ
の
あ
た
り

か
ら
石
炭
が
ら
が
出
て
き
ま
し
た
。
昔
は
、

一

帯
が
沼
池
で
し
た
の
で
、
同
国
鉄
の
機
関
棋
の

石
炭
が
ら
を
埋
め
立
て
た
も
の
で
す
。

こ
の
坂

も
以
前
は
砂
地
で
し
た
の
で
、
大
雨
の
た
び
に

砂
が
流
れ
出
た
も
の
で
す
か
ら
、
戦
前
ま
で
は

こ
こ
へ
も
石
炭
が
ら
を
ま
い
て
い
ま
し
た
。

今
で
は
、
朝
夕
の
通
勤
、
通
学
の
近
道
と
し

て
、
多
い
と
き
は
二
、
三
十
人
が
ど

っ
と
通
り

そ
れ
は
に
ぎ
や
か
な
も
の
で
す
。

一
昔
の
雰
囲
気
と
は
ず
い
ぶ
ん
違
い
ま

剖7 2. 広報うえだ5.

動
く
歩
道
に
な
っ
た
ら

金
井
友
美
さ
ん

{
常
黒
滋
図
小
・
4
年
)



モミ>
上回蚕糸専門学校

(現信大繊維学部・昭和初期)

年
に
一
度
は
人
間
ド
ッ
ク

佐
藤
銀
子
さん

(
印
歳
・
諏
訪
形
)

四
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
献
血
を
し
た

と
こ
ろ
、
血
圧
が
高
い

こ
と
を
初
め
て

知
り
ま
し
た
(
上
が
二
百
ぐ
ら
い
)
。
も

と
も
と
、
同
税
と
も
血
圧
が
向
く
、
悩

い
っ
凪
で
倒
れ
ま
し
た
の
で
、
体
質
遺

伝
と
で
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
医
院
へ
通
院
し
、
必
の
処

「
ニ
ん
な
国
際
交
流
を

-
次
回
(
三
月
一
日
号
)
は

望
む
』
で
す
。

州
市
抑
制
や
文
化
のい
川
で
の
述
い
を
も

っ
た
外
側

の
人
た
ち
と
縦
し
く
し
て
い
く
こ
と
は
、
-
つ
の
H
M

い

び
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
も
、
J
話
、
偏
見
や

思
い
込
み
が
先
行
し
、
な
か
な
か
交
流
す
る
機
会
が

な
い
の
ち
事
実
。
汽
〈
の
同
際
交
流
と
は
何
な
の
で
し

ょ
う
か
。
わ
た
し
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い

の
で
し
ょ
う
。
間
際
化
の
波
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、

万
を
受
け
、
し
ば
ら
く
続
け
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
改
善
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、

ま
す
ま
す
は
か
ば
か
し
く
な
く
、
手
先

も
血
液
循
環
が
悪
い
せ
い
か
真
っ
白
。

今
度
は
別
の
診
療
所
で
相
談
し
て
み

た
と
こ
ろ
、
次
第
に
よ
く
な
り
、
今
で

は
風
邪
も
ひ
か
ず
、
い
た

っ
て
健
康
で

す
。
や
は
り
、
人
ま
か
せ
だ
け
で
な
く
、

「円
分
の
健
康
は
自
分
自
身
で
つ
く
る

ん
だ
」
と
い
う
気
構
え
が
と
て
も
大

ω

で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

毎
日
の
生
活
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と

は
、
規
則
正
し
い
生
活
と
、
食
事
は
薄

い
味
つ
け
で
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
で

す
。
そ
れ
と
、
年
に
一
回
は
人
間
ド

ッ

ク
を
受
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
仕

事
を
続
け
て
い
る
こ
と
が
、
生
活
に
リ

ズ
ム
を
与
え
、
精
神
面
で
も
い
い
よ
う

で
す
。
自
分
の
体
は
、
円
分
が
い
ち
ば

ん
よ
く
知

っ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
か
ら
。

忠
義
の
あ
る
例
際
交
流
を
蹴
倒
的
に
展
開
す
る
た
め
、

あ
な
た
の
怠
比
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

〔
応
募
方
法
〕

投
析
、
屯
日
で
、
.
一
川
卜
任
川
川

ま
で
に
持
A
A
{市
内
大
予

一
l
.
4ー
;
ハ

・宮

@
1
1
0
0
内
線
1
1
1
2
・F
A

X
@
5
1
1
1
)

へ
お
願
い
し
ま
す
。
投
稿
の
場
A
い
は
住
所
、
氏
名
、

活
話
器
号
ら
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
採
川
行
に
は
よ
付

製
タ
オ
ル
」
を
逃
口
れ
し
ま
す
。

構
内
を
通
っ
た

祢
津
街
道

町

田

博

♂

(
乃
歳
・下
川
原
柳
町
)

正
門
側
か
ら
見
た
止
l
時
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
す
ね
。

北
口
は
学
校
の
中
を
祢
作
街
道

{
今
の
県
泊
小
品
上
川

線
)
が
辿

っ
て
い
て
、
そ
れ
が
学
伎
の
メ
イ
ン
ス
ト

リ
ー
ト
で
も
あ
り
ま
し
た
そ
の
こ
ろ
の
乍
生
と
い

え
ば
学
生
服
に
小
川
町
な
か
に
は
向
げ
た
を
凶
き、

千
ぬ
ぐ
い
を
ぶ
ら
下
げ
て
歩
い
て
い
る
人
も
い
ま
し

た
信
州
大
学
繊
維
学
部
と
名
称
が
変
わ

っ
た
後
、

昭
和
三
十
七
年
の
火
災
で
本
館
な
ど
が
全
焼
。
講
堂

だ
け
が
当
時
の
而
影
を
わ
ず
か
に
伝
え
て
い
ま
す
。

上
回
婦
人
洋
画
会

わ
た
し
が
通
学
す
る
と
き
に
、

通
学
路
や
車
道
の
横
に
、
木
や
花

や
き
れ
い
な
川
が
流
れ
て
い
て
、

い
つ
も
散
歩
し
て
い
る
よ
う
な
気

持
ち
に
な
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
荷
物
が
重
い

と
き
に
は
、
動
く
歩
道
に
な
っ
た

ら
い
い
な
あ
、
と
も
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
お
年
寄
り
ゃ
子
ど
も

た
ち
が
行
け
る
よ
う
な
、
き
れ
い

な
公
園
が
あ
れ
ば
い
い
な
。

油絵が中心で、浦野資労先生の桁

専のもと、ときにはテーマを決め

た1)、自由であった り、 題材は多

彩です。 f乍品は県展などにtJ¥，'ii'，し

た1)、会独自の作品展を開いた 1)

も。興味のあるかたは系村さん (fi
@O 3 5 3 )までどうぞ。

毎月第 2・部4JK叫口に、中央

公民館で活動しています。会日は

女性のみ16人て¥ほとんどが主婦。

発足してから約25年、メンパーの

変動もありますが、「発足当時から

続けられているかたい、るんて寸」

とは、会長の本村lぬ了・さん。絵は

[9] 7 2. 広報うえだ5.



皆
さ
ん
は

「
S
マ
ー
ク
」
を
ご
存
じ
で

す
か
。

こ
の
マ

l
ク
は

「
ク
リ
ー
ニ

ン
グ

標
準
営
業
約
款
登
録
脂
」
の
標
識
で
す
。

側
全
国
環
境
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
で

は
、
厚
生
省
の
指
導
の
も
と
に
、

利
用
者

ま
た
は
消
費
者
の
選
択
の
使
立
を
図
る
た

め

「
標
準
営
業
約
款
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

内
容
は
、
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
の
処
理
方
法

や
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
と
き
、
適
切
な
事

故
賠
償
を
す
る
た
め
に
定
め
て
い
る
基
準

で
す
。
登
録
脂
に
は

S
マ
ー
ク
が
周
到
に

提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

標
準

・安
全
・
衛
生
の
意
味

こ
の

S
マ
i
ク
に
は
三
つ
の
意
味
が
あ

り
ま
す
。

FF一一一一一一一一一 、
f二 、

登
録
庖
は
庖
頭
に
提
示

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
S
マl
ク

①

ω押
印
コ
含
「
丘
(標
熊
)
:・
サ
ー
ビ
ス

の
陪

別
、
内
容
を
明
確
に
表
示
し
て
い
ま
す
。

②

ω弘
同
可

(安
全
)
・:
万
一
の
場
令
に
も
、

事
政
賠
償
基
単
に
よ
り
、
損
害
賠
慣
を
行

い
ま
す
。

③

ωω
コ
-Z三
O
コ
(衛
生
)
:・
衛
生
管
理
基

準
に
よ
り
、
営
業
施
設
の
維
持
管
理
を
行

い
ま
す
。

• 

登録l高にあるSマーク

こ
こ
で
十
二
月

一
日
号
の

「
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
の
ト
ラ
ブ
ル
」

に
つ
い
て
、
も
う
少

し
触
れ
て
お
き
ま
す
。

年
々
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
に
な

っ
て
い

く
フ
ア

y

シ
ョ
ン
の
世
界
。
そ
れ
に
伴

っ

て
新
し
い
繊
維
が
登
場
し
て
い
ま
す
。
商

品
の
多
様
化
、
高
級
志
向
な
ど
か
ら
、
耐
ク

リ
ー
ニ

ン
グ
性
を
無
視
し
た
製
品
が
、
ク
リ

ー

ニ
ン
グ
事
故
に
つ
な
が
る
原
因
に
も
な

っ
て
い
ま
す
の

フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
性
だ
け
に

と
ら
わ
れ
ず
、
買
う
と
き
に
は
品
質
表
示
、

取
リ
級
い
絵
表
示
を
見
て
、
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
に
耐
え
ら
れ
る
も
の
か
、
ま
た
素
材
の

性
質
を
よ
く
理
解
し
て
選
び
ま
し
ょ
う
。

・
生
活
環
境
課

(内
線

1
3
9
0
)

愛しのティーナ……………松本業

四年目のラブレター…・・・・・泉ピン子

明け方の夢上・下

一一一シドニィ ・シェルタン

勝手なケイ・..........・・・・・・・中村ルミ子

42個の恋愛論…・…・……・一秋元 康

こどもたちの袋もの……大橋好子

旅のスケッチ………...・H ・-風間完

京に暮らすよろこび・・・・・・・・・寿岳章子

越昧の水彩画入門…...…・岩測欣治

海外観光地誌・..........・・・・・・・伊沢利久

天声人語'92年1月-6月
..・・・朝日新聞論説委員室

白い屋摂の家・..........・・・・藤堂志津子

舌つづみ各駅停車・...........渡辺文雄

アトピーを治す大事典…・智津良一

地球温暖化への挑戦-・・・・・大内日出夫

アメリカの伝統文化………杉本尚次

静かな勇気の人……・…値木亜紀子

エイズーその噂ホントQ&A
.....渡辺縫二

マ
蛍
光
灯
(
二
本
)
三
千

円

マ

屯
気
炊
飯
総
こ
A
H
川川
)
無
料
マ

絶
叫
時
総
無
料
マ
れ
伝
市中
(
烈

・

却
H
J

無
料
マ
郎
市
ガ
ス
ス
ト

ー
ブ

(
品判
、
×
却
勺
)
三
万
円

マ

学
科
枇

(
い
す
付
き
)
訴
し
A
H

い
・

(
い
す
な
し
)
鉱
山
料
マ
ス
キ
1

靴

(初
勺
)
五
千
円
以
下
マ
ボ
ー
リ

ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
(
初
、
)
・
.ホ
1
ル

五
千
円
以
ド
マ
換
気
一
M
(
お
今
)

二
千

円

マ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ミ
シ

ン

二

万
円

マ
カ
ス
川
天
火
無

料
マ
ス
タ
ツ
ト
レ
ス
タ
イ
ヤ
(
谷

純
)
六
千

1
一
万
五
千
円
マ
足

時
間
み
ミ
シ
ン
無
料
マ
歩
行
総

五
千
円
以
.ト

マ
馬
剛
以
来
り
物

(
1

ぷ
ぐ
内
い
川
)

無
料

zij~;升 J雨明E際司tiliJ~4iÆj阿国TI_~沼町ïöIi;{fJlf;嗣画圃E奮闘嗣量買

マ
お
物
(
女

・
7
歳
川
)
マ
ヘ
ヒ

l
ラ
ッ
ク

マ

.ヘ
ビ
l
ヘ
ッ
ト
マ

室
内
滑
り
台
マ
ホ
l
ム
ベ
ー
カ
リ

ー

マ
洗
泌
総
マ
市
動
山中
い
す

マ
健
康
れ
紙
ボ
マ
犬
小
限
マ
ウ

ォ
ー
ク
マ
ン
マ
天
体
望
遠
鋭
マ

石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

マ
ス
キ
ー

一
式
(
低
予
年
川
)
マ
治
物
た
る

マ
口
噌
外
川
ブ
ラ
ン
コ
マ
ヘ
ビ
ー
チ

ェ
ア
l
(
テ
l
フ
ル
に
働
け
る
も
の
)電気炊飯器
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冷
や
し
て
傷
口
の
保
護
を

や
け
ど
を
し
た
場
合
に
、
ま

ず
家
庭
で
で
き
る
応
急
手
当
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

h

や
け
ど
は
、
皮
府
が
舷
壊
さ

JI

れ
る
こ
と
を
な
味
し
ま
す
。
皮

肉
川
を
失
え
ば
、
体
の
水
分
や
た
ん
ぱ
く

抗
が
外
に
流
れ
出
し
、
反
対
に
外
部
か

ら
の
制
繭
が
体
内
に
入

っ
て
き
や
す
く

な
リ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
大
き
な
や
け

ど
は
も
む
ろ
ん
の
ニ
と
、
比
較
的
粍
い

や
け
ど
で
も
、
し
ゅ
、
っ
ぷ
ん
な
注
立
が

必
要
で
す

Q 熱
の
あ
る
も
の
に
は
注
意
を

家
庭
で
て
き
る
応
急
下
当

の
法
本
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す

①
や
け
ど
を
し
た
部
分
を
、
水
で
少
な

く
と
も
卜
五
i
二
十
分
は
冷
や
し
ま
し

ょ

う

衣

服

の

上
か
・
均
一
熱
潟
な
ど
を
か

ぶ
っ
た
場
合
は
、
衣
服
の
よ
か
ら
水
を

か
け
て
冷
や
し
ま
す

②
や
た
ら
に
薬
は
徐
い
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
消
毒
薬
な
ど
は
刺
激
が
強

す
ぎ
て
、

か
え
っ
て
態
化
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す

ニ
こ
で

③
似
口

の
保
護
を
し
ま
し
ょ
う
。
水
屯

が
あ
る
場
人
け
は
、
絶
対
に
破
、
り
な
い
よ

う
に
し
ま
す
皮
か
む
け
た
り
、
水
市

か
あ
る
場
介
は
治
療
か
必
。
安
て
す

ま
た
弔
い
や
け
ど
の
場
介
は
、
生
命

の
危
険
も
あ
る
の
で
、

脈
州

・
な
識

・

齢
、
色
な
ど
に
変
化
が
な
い
か
腕
祭
l
，

病
院
へ
述
れ
て
行
勺
て
く
だ
さ
い

や
け
ど
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
一
尽
な

か
ら
起
こ
る
も
の
て
す
わ
特
に
子
ど
も

や
お
年
市
り
の
い
る
家
庭
て
は
、
や
け

ど
の
原
因
に
な
る

L
の

(
例
え
ば
、
ポ

ソ
ト
や
ア
イ
ロ
ン
な
ど
の
熱
い
も
の
}

を
置
か
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
ス
ト
ー

ブ
に
は
ガ

l
ド
を
す
る
な
ど
、
住
立
を

払
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

-
保
健
予
防
課

(内
線
1
3
7
6
}

15~20分は冷やすように

新着

E議

歴史災害のはなし……-中島暢太郎

ダイアナ妃

…コリン ・キャンペル卿夫人

友よ、また逢おう・…ー…・坂本龍一

名医730人徹底ガイド…松井宏夫

江戸イラスト事典・……ー一渋川育由

来るべき黄金時代…ピル・ エモツト

あるがままに...・H ・………・笠 智衆

啄木力、らの手紙・・・・・・関西啄木懇話会

パカになれる人ほど強く笠きられる

…伊吹卓

お天気衛星…・......……ー…倉嶋 厚

やさしい園芸12カ、月-・…一鳥居恒夫

海のサロメ…..........・・・・・・・・山崎;淳子

いい

部
分
認
め
合
い

適
!
だ
生
?
方
f
T
ノ
.

吉
池
利
恵
子
さ
ん

(
泊
歳
・よ
ほ
樋
尻
)

存
向
治
会
の
公
民
館
な
ど
で
、
主
婦
を
小

心
に
料
哩
や
手
芸
、
介
護
な
ど
の
講
習
を
す

る
の
が
現
布
の
主
な
仕
事
で
す
。J
日
分
向
直

仕
事
で
は
男
女
と
い
う
も
の
に
、
あ
ま
幽
聞

だ
わ
り
ま
せ
ん
。

で
も
、
弔
い
荷
物
を
附
婦

だ
り
す
る
と
き
、
「
こ
れ
は
女
性
に
は
向
担
調

い
仕
事
だ
な
」
な
ど
と
感
じ
た
り

L
:・

男
性
も
女
性
も
、
お
花
い
が
ど
ん
な
に
ム

キ
に
な
っ
て
も
、
か
な
わ
な
い
部
分

っ
て
あ

り
ま
す
よ
ね

A

お
互
い
が
そ
の

「
い
い
部
分
」

を
認
め
介
勺
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
仕
ぃ塾

通
し
た
生
き
・
々
が
で
き
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

女
性
か
ら
見
る
と
、
家
事
や
有
事
な
ど
の
家

庭
の
仕
事
イ
コ
ー
ル
女
の
仕
事
だ
と
、
当
然

の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
部
分
が
、
男
性
の
心

の
奥
底
に
は
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

世
の
中
に
は
寸
家
庭
生
活
」
が
す
べ
て
の

¥ 

什般
本
に
な
勺
て
い
る
仕
事
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。

で
す
か
ら
男
性
も
女
性
も
、
当
た
り
前

す
ぎ
て
見
過
こ
し
が
ち
な
「
家
曜
の
仕
事
」

を
、
評
聞
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

そ
う
な
れ
ば
、家
事
は
女
性
が
や
る
家
庭
が
多

い
で
し
ょ
う
が
、
お
互
い
が
も
っ
と
認
め
ん
け

え
る
し
、
「
男
だ
か
ら
、
女
だ
か
ら
」
と
い
う

見
方

L
少
な
く
な
る
よ
う
な
公
が
し
ま
す
。
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お知らせア・号令ルト

_4月使用分から一
一新料金!こ -まり

上
田
市
の
水
道
料
金
の
改
定
が
、
昨
年
の
十
二
月
定
例

市
議
会
で
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
今
年
の
四

月
使
用
分
(
五
月
三
十
一
日
納
期
分
)
か
ら
新
料
金
に
な

り
ま
す
。
こ
と
で
は
改
定
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

E 書留昌E霊会医調菌闘1;臨画圃

水
道
事
業
は

「地
方
公
営
企
業

法
」
と
い
う
法
律
で
、
す
べ
て
の

事
業
活
動
に
必
要
な
経
費
を
、
料

金
収
入
で
賄
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

つ
ま
り
、
水
道
を
利
用
す

る
人
か
ら
の
料
金
で
地
設
を
建
設

し
、
運
営
し
て
い
く
こ
と
か
ら
「
独

立
採
算
制
」
を
建
て
前
と
し
て
い

ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
税
金
な
ど

の
お
金
は
使
え
ま
せ
ん
の
で
、
給

水
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
、
あ
る
程
度

の
料
金
改
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
定
で
は
、
平
成
四
年

七
月
に
上
回
市
水
道
料
金
審
議
会

で
改
定
案
が
審
議
さ
れ
、
同
年
十

二
月
定
例
市
議
会
で
改
定
案
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

改
定
の
理
由
l
i
l
-
-

いつも安全でおいしい水をお送りしています

現
在
の
水
道
料
金
の
算
定
期
間

は
、
平
成
元
年
四
月
か
ら
同
四
年

三
月
ま
で
の
三
年
間
で
す
。
こ
の

期
間
を
一
年
間
延
長
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、
今
後
の
収
支
見

通
し
で
は
、
現
在
の
料
金
で
据
え

置
い
た
場
合
、
平
成
五
年
度
が
八

百
五
十
万
問
、
同
六
年
度
三
千
六

百
万
向
の
赤
字
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
す
と
、
健
全
な
企
業

運
営
の
確
保
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
支
払
利
息
な
ど

の
増
加
、
修
繕
費

・
動
力
賀
な
ど

の
費
用
の
増
加
、
景
気
の
落
ち
込

み
か
ら
水
需
要
が
停
滞
ぎ
み
で
あ

る
こ
と
な
ど
が
、

主
な
理
由
と
な

っ
て
い
ま
す
。

V
料
金
の
改
定
率
I
l
-
-

改
定
率
は
、
平
均
三

・
三
打
で

す
。
こ
の
平
均
改
定
率
は
、
平
成
五

年
度
か
ら
同
七
年
度
ま
で
の
三
年

間
に
必
要
な
水
道
事
業
費
用
(
四

十
七
億
九
千
九
百
四
万
円
)
に
対

し
て
、
現
在
の
料
金
に
よ
る
期
間

中
の
収
益

(四
十
六
億
四
千
五
百

八
十
万
円
)
で
は
不
足
す
る
た
め

に
行
わ
れ
ま
す
。

な
お
今
回
の
改
定
で
料
金
の
改

定
期
間
は
、
平
成
五
年
四
月
一
日

か
ら
同
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
三
年
間
で
す
。

V
改
定
料
金
の
適
用

1
4

新
し
い
料
金
は
、
四
月
使
用
分

か
ら
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
納

入
通
知
書
で
は
、
三
月
分
か
ら
の

適
用
に
な
り
ま
す
(
五
月
三
十
一

日
が
納
付
期
限
)。

こ
の
通
知
書
に

番
か
れ
て
い
る
使
用
水
量
は
、
三

月
と
四
月
に
使
用
し
た
水
量
の
合

計
で
す
。
よ
っ
て
、
三
月
分
は
旧

料
金
、
四
月
分
は
新
料
金
で
計
算

し
合
算
さ
れ
て
お
り
、
納
入
通
知

書
に
よ
り
皆
さ
ん
に
通
知
し
ま
す
。

[12] 7 2. 広報うえだ5.



お知らせア・弓・かしトご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

(
刊
は
月
届
け
出
分
・
叡
瓢
略
〉

山
崎
芳
子

長
沢
雄
子

田
中
勝
敏

朝
日
松
司

千城中 五
曲
町北組加

が

事ヰ 金 ( 1か月)

量水器の口径
基本料金

水 量 事ヰ 会

水 量 料金(1m'につき)

1 3 mm 
630円

1 m'以上 8m'以下 ( 0円)
( 610円)
1，270円) 9m・以上30m・以下 110円 (105円)

2 0 mm 
( 1，240円) 31 m'以よ50m'以下 126円 (121円)

2 5 mm 
1，830円 51 m'以上 138円 (133円)

( 1，780円)
3，360円

3 0 mm 
( 3，260円)

4 0 mm 
5，130円

1m・以上30m'以下 110円(105円)
( 4，980円)

5 0 mm 
8，870円

( 8，620円)

7 5 mm 
19，150円

31 m'以上50m・以下 126円 (121円)
(18，690円)

1 0 0 mm 
31，150円
(30，420円)

1 2 5 mm 
46，190円

51m・以上 138円(133円)
(45，130円)

1 5 0 mm 
66，480円
(64，910円)

生活保護法(昭和25年法律第144号)の規定により茨に保護を受けている者である
使用者、又は母子及び寡婦福ネ止法(昭和39年法徐第129号)第5条第 11実に規定する配
偶者のない女子で現に児意を扶獲しているものである使用者(管理者が別に定める
者に限る)の使用に係る量水器の口径が13ミリメ ー トルである場合における基窓料
金は、 2苦手の|とする。

)は現行料金新水道料金表
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下
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郷

斉

藤

と

志

子

新

屋

柄
沢
三
寿
北
天
神
町

等
々
力
久
美
子
上
常
国

土
屋

猛

材

木

町
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口径別平均使用水量の現行・改定料金比較表 (1か月)

項-.........._、目うロ、-.........._径 13柵 20mm 1 25馴 30棚 40mm 50mm 7Smm 100m 12駒m

平均使用水量
19 46 88 206 268 139 1，106 2，094 2，232 4，560 

(m・)

改定料金
1，895 5，815 12，310 31，625 42，265 113，065 261，100 328，610 363，715 715，520 

(内)
現行料金

1，815 5，650 11，610 30，465 40，130 109，000 251，840 311，015 351，130 690.415 
(円)

改 A: 1$ 4.4 4.0 3.9 3.8 3.8 3.1 3.1 3.6 3.6 3.6 
(%) 

畳氷総設置数
33.981 1.345 815 90 235 106 63 12 2 2 

(個)

犠 成 .it 
92.1 3.1 2.2 0.3 0.6 0，3 0.2 0.0 0.0 0.0 

(%) 

年間使用水量 1，139 141 860 222 154 933 1.290 289 54 109 
- ー・_(_-t~~L
4構 成 .it 

59.6 5.7 6.6 1.1 5.8 7.2 9.9 2.2 0.4 0.9 
(%) 
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ら合 雄 生 子 枝良ふ巴子一

上子 み

)11 
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野町平町木 町町沢町泉

90 60 88 75 45 71 85 66 74 68 83 
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不当な要求など、暴力団に関することでお困りのか

たは、お気軽にご相談ください。弁護士、答察官、暴

力追放県民センター相談員が親切に応じます。

bとき 2月17日附午後|時ー4時 t>ところ 中

央公民館 2階相談室 t>問い合わせ 財長野県暴力追

放県民センタ一事務局 (n0 2 6 2@ 2 1 40) 

早
め
に
市
民
会
館
ヘ
ノ

!ji Cjp 
議定申告~_...諒;:;

-
産
業
経
済
活
性
化
的

圃
む
ふ
ボ
じ
ゥ
，
u
開
催

マ
と
き

二
月
二
十
四
日
制
午
後

一
時
三
十
分

マ
と
こ
ろ

文
化
会

館

マ
内
容

「
似
の
々
え
る
環
境
」

と
題
し
て
、
元

N
H
K
ア
ナ
ウ

ン
サ

ー

-
下
車
暁
子
さ
ん
の
講
積
、

t

女
性

の
目
か
ら
見
た
住
み
良
い
都
市
開
発

と
環
境
問
題
」
と
.
題
し
た
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
な

ど

マ

問

い

合

わ
せ

商
工
謀

(内
線

1
9
0
7
)

圃
相
続
に
関
守

3
相
談

圃
『
暮
ら
し
め
教
室
』
ヘ

最
近
、
相
続
に
関
す
る
相
談
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
教
室
で
は
、

弁
護
士
を
招
い
て
わ
か
り
や
す
く
講

演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

自の
今
年
も
市
県
民
税

・
所
得
税
確

定
の
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
時
期

に
な
リ
ま
し
た
。
則
聞
は

二
月
十

六
日

ωか
ら
三
月
十
五
日
開
ま
で

で
す
。

毎
年
、
期
限
間
近
に
な
り
ま
す

と
、
混
雑
し
て
お
待
ち
い
た
だ
く

時
間
が
長
く
な
り
、
落
ち
清
い
て

相
談
で
き
な
[
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
い
十
め
に
中
告
を
し
て
く
だ

さ
い詳

し
く
は
、

自
治
会
を
辿

L
て

マ
と
き

二
月
十
八
日
附
午
後
一

時
三
十
分
l
三
時

マ
と
こ
ろ

尚

齢
者
福
祉
セ

ン
タ
ー

マ

内

容

「身

近
な
相
続
の
実
例
」
と
題
し
て
、
長
野

県
弁
護
士
会

・
町
田
清
さ
ん
の
講
演

マ
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課
へ内

線
1
3
9
0
)

園
強
制
抑
留
者
め
か
た

圃
慰
労
昂
怒
ど
を
贈
呈

戦
後
、
旧
ソ
述
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル

の
地
域
に
強
制
抑
留
さ
れ
た
入
、
ま

た
は
そ
の
遺
族
に
内
閣
総
理
大
臣
名

の
慰
労
ロ
聞
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

マ
請
求
期
限

三
月
三
十
一
日
附

マ
請
求
先

平
和
祈
念
事
業
特
別

基
金
業
務
第
二
課

(干
山

東

京

都

文
京
区
大
塚
五
|
一
二
|
一
三

・
宮
0

3
1
3
9
4
5
1
4
7
0
3
1

請

お
配
り
し
た

「
市
県
民
税
申
告
の

手
引
き
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
お
願
い

保
育
問

へ
提
出
す
る
証
明
を
希

望
す
る
人
は
、
必
ず
中
止
円
相
談
時

に
机
当
者
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ

①
二
片
十
丘
日

川
ま
で
は
市
民
税
課

(内
線

1
2

8
1
1
1
2
8
4
}
へ
②
二
月
十

六
日
同
か
ら
三
月
十
五
日
川
ま
で

は
市
民
会
館
市
行
会
場
(
岱
⑫

4

1
0
0
)
へ

求
書
簡
は
市
厚
生
・
謀

(内
線

1
6
0

8
}
に

L
あ
リ
ま
す

圃
商
工
業
の
経
営
問
題

圃
お
気
軽
に
ご
棺
談
を

マ

と

き

毎

月

十

日

(午
前
十
時

1
午
後
三
時
。
日

・
祭
日
の
場
合
は

翌
日
、
土
山
明
日
の
場
合
は
翌
週
の
月

曜
日
)

マ
と
こ
ろ
上
回
商
工
会
議

所
マ
申
し
込
み
商
工
諜
(
内
線
1

4
0
3
)、
上
回
商
工
会
議
所
(
包
⑫

4
5
0
0
)
へ
予
約
を

上回商工会議所で

上
田
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議

会
と
市
選
挙
管
思
委
員
会
で
は
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
政
治
や
選
挙

に
関
心
を
持
ら
、
常
に
明
る
く
き

れ
い
な
選
挙
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

と
の
目
的
で
「
明
る
い
選
挙
件
発

標
語
」
を
募
集
し
ま
し
た
。
多
数

の
ご
応
必
を
い
た
だ
-
主
¥
あ
り
が

と
う
ご
さ
い
ま
し
た
。

慎
重
に
審
査
し
た
結
来
、
次
の

作
品
が
入
選
と
な
り
ま
し
た
@

(
川
収
此
称
略
}

マ
権
利
で
す

い捻
権
し
ま
せ
ん

大
事
な
一
菜

成
沢
仁
子
(
諏
訪
部
)

マ
手
を
勺
な
げ

大
き
な
給
に
な

れ
明
る
い
選
挙

立
品
平
一
(
跨
入
)

マ
は
い
政
治
一
人
一
人
が

先
ず
投
出
川
市

篠
井
幸
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(
新
聞
}

マ
一
察
で
創
る
良
い
町

良
い
故
郷中

沢
清
人
(
藤
之
木
)

マ
開
か
れ
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政
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明
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政
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あ
な
た
の
責
任

丸
山
義
二
(
上
川
原
柳
町
}

マ
ぽ
く
に
な
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H

選
挙
権
H

を

無
駄
に
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な
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で
/
お
父
さ
ん

佐
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敬
司
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御
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)

・
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選
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[14] 産能短大通信教育4月入学生募集瓦話語鵠封書部雲議員選獄諸鉛認稿Y)



予防接種の補助者を募集します

市では、保育園、幼稚園、小 ・中学校なとで行う予

防撞種の補聞をしてくれる人を次により募集します。

b資格 ①看護婦、准看護揖ま疋は保健婦の免許ガ

ある l ②市内の病 . ~院忍ど!こ割強してい主主い人 b 

募集人員 若干名 1>必要書類 ち申込3履歴書〈伊

庭ァ防課にありぎす)②看護婦准否通婦E安定は保健

婦の免許喜の写し b申 し込み 保健予防評〈南庁告

3陣 内織1373)へ3月6白ωまでに申し込んでくだ

さい。
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員
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H
・
業

務
以
な
ど
}
を
募
集
し
ま
す

マ

募

集

人

員

打
干
名

マ
申
し

込

み

制

限

内
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山
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域
広
域
行

政
事
務
組
合
事
務
局
(
上
田
市
大
字

上
田
原
一
六
回

0
・上
回
創
造
館
内
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宮
⑫
2
1
3
0
}
へ
@
た
だ
し
弟
二

・

第
四
土
附
刊
は
閉
山
り
で
す
ν

廿口
組
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
な
お
、

新
年
度
交
付
分
か
ら
有
効
期
間
が
二

年
間
と
な
り
ま
す
。

マ
受
付
期
間

三
月
一
日
仰
1
間
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一
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附
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出
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理
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内
線
1
5
0
3
)

園
水
道
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建
緩
工
事
♂

園
入
札
参
加
題
点
的
提
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ヂ
成
五

・
六
年
度
に
い
巾
水
道
局
の

挫
設
工
事
及
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
の
入
札
に
参
加
希
望
の
か
た

は
、
告
知
を
提
出
し
て
く
た
さ
い
。

マ
受
付
期
間
三
月
一
日
間
i
同

三
ト
一
日
嗣

マ
提
出
先
水
辺
局

業
務
ぷ
(
内
線
1
8
5
2
)
マ
そ
の

他
新
年
度
受
付
分
か
ら
訂
幼
則
聞

か
二
年
間
と
な
り
ま
す

主他者の都合により変更する渇合があります) ‘ 
大~，..ぺ
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コ
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サ
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ン
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希
望
の
か
た
は
、
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女化講演
「幻の;羽に総せられて
古沢真吾の金j度」

1/ 
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入会しましょう
事業主の皆さん、

ご存しですか，

この会1;1:、中小企業予商居に働く従業員の

皆さんが、健康で意欲を持って{土壌に励める

よう、またゆとりのある生活ができるように

充実した福利厚生事業を行っています

またこの制度は会費が安〈、市が資金を禰

助し、責任を持って運営していますので、たい

へん有利な制度です この殺さにぜひ入会さ

れ、事業所の福干IJ厚主を充実されるようお勧

めします

1>対象 市内の中小企業 ・商庖なとの従業

員およひ事業主(従業員の一括加入が原則)

1>会費 1 }.につき司、会金 100円、毎月会

費 250円 1>問い合わせ 労政詳 (内線1410
-14121 

写真セミナー5クラブ合同作昂展紅白昔錦繍113お午後備 (28日は午後3時間/鋪

親
子
で
参
加
を
/
信
州
博
覧
会
問
日
削
イ
ベ
ン
ト

マ
と
き

二
月
十
三
日
出
午
後
一
親
子
で
の
参
加
を

〈
入
場
無
料
で

時
三
十
分

1
一一一時
三
十
分

マ

と
こ

す
ガ
、
入
場
整
理
券
ガ
必
要
。
市
役

ろ

文
化
会
館

マ
内
容

①
信
州

所

一
階
正
面
玄
関
案
内
〈
応
急
工
事

情
の
紹
介
②
子
ど
も
向
け
キ
ヤ
ラ
ク

諜

〉

で

二
月
三
日
附
ガ
ら
配
布
し
ま

タ
1
ショ
l
③
前
売
入
場
券
購
入
者
す
。
故
に
制
限
あ
り
〉
マ
間
い
合

お
楽
し
み
抽
選
会
ほ
か
マ
そ

の

他

わ

せ

企
画
課
(
内
線
A
1
2
2
4
)

E諸副U~重量君童館錨三事

上田市勤労者互助若Jを

¥
J
/

・
先
日
、
静
岡
に
住
ん
で
い
る
学
生

集

記
J

時
代
の
友
だ
ち
か
ら
、
ひ
さ
し
ぶ
り

制

後

」
に
篭
謡
が
あ
っ
た
。
し
ゃ
べ
っ
て
い

/
k
る
う
ち
に
友
だ
ち
が
『
す
っ
か
り
地

元
の
言
葉
に
戻
っ
ち
ゃ
っ
た
な
」
と
笑
い
な
が

ら
奮
う
。
彼
に
は
上
回
の
言
葉
を
ま
ね
さ
れ
て
、

よ
く
か
ま
わ
れ
た
。
「
お
ま
え
、
大
学
入
っ
た
こ

ろ
は
田
舎
ま
る
出
し
だ
っ
た
も
ん
な
あ
』
と
付

け
加
え
ら
れ
て
、
そ
ん
な
話
に
花
が
咲
い
て
し

ま
っ
た
り
:。

言
葉
か
ら
な
に
か
ら
「
都
会
」
と
い
う
も
の

に
一
種
の
あ
こ
が
れ
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
。

舎
で
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、
や
っ
ぱ

り
自
分
は
上
回
生
ま
れ
の
上
回
育
ち
。
地
元
の

面
禁
は
大

g
に
し
た
い
。
(
に
し
ざ
わ
)

-
こ
の
三
月
に
発
行
す
る
『
市
民
グ
ラ
フ
上
回
』

の
取
材
で
、
大
屋
、
岩
下
、
索
開
庁
地
区
を
、
比

較
的
お
だ
や
か
な
天
候
の
一
月
二
十
日
、
益
子

潟
之
さ
ん
と
歩
い
て
回
っ
た
。
執
筆
を
お
願
い

し
て
い
る
上
回
の
伝
説
敵
歩
の
寵
き
取
り

を
、
地
区
の
古
老
か
ら
行
う
た
め
だ
。

宮
岨
唱
が
訪
れ
た
と
い
わ
れ
る
大
慶
の

e
仁
王

さ
ま
~
逆
光
に
繍
く
千
幽
川
の
犯
行
が
幻
想

的
だ
っ
た
。
大
ケ
ヤ
キ
に
ま
つ
わ
る
岩
下
の
天

神
宮
、
そ
し
て
真
田
が
徳
川
と
戦
っ
た
と
い
わ

れ
る
黒
坪
の
『
軍
場
」
な
ど
、
興
味
つ
き
な
い

話
に
跨
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
ど
の
話
も
夢
や

ロ
マ
ン
を
か
き
た
た
せ
て
く
れ
、
そ
の
土
地
に

魁
カ
を
感
じ
て
し
ま
う
。
上
回
湾
発
見
の
“
小

さ
な
旅
'
は
合
後

も

続

く

。

(

せ

ま

)

[15] 
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r外で遊ぶのが好きで、

お兄ちゃん(6線)、お姉ち

ゃん(4歳)と走り回ってい

ますJ と母の洋子さん

、， 
i 
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保健 診 tt
保健予防諜(内線 1374)

百日せき・ジフテリア・磁傷風

・三種混合予防接種

2回 目以降を下表・のとおり行います。 1月に 1期 1

回目を嬢柿できなかった子ど もさんも予備日まで含め

ると 3回できますので、お受けください。

詳しくは、 1}-j 1門付け「広報うえだJ 16ページを

ご覧ください。

三種混合予防接種目程表

dzh 二 ま必 1'， 
実 地 目

対象地区
2[nJ日 3問自

保 健センター
南部 ・北部

(尚.庁公2階) 月月

111西社会h首位センター
16 11 
臼 8 111 西

上野が 丘 公 民 自 立 {必 (~ 神科 ・盟殿
ー

2 保 健セ〉ター 3 
西部 .t孟尻

{衛庁合2階}
月 月
17 12 

|二一ι町 会 館 日(1jQ 日 幽 域 下

保 健センター 2 3 
東部 ・中央

(市庁~~211皆) 月 月
19 16 

出町 会 館
日{剣 日(刈 川辺 ・泉田

他収センター 2/24 3/17 !j! 国

純1川地区公 1¥:館 {1jQ tJfQ 神 I11 

予 4 n 7日制
l軒ffiI.北部・西宮11・塚尻・

i精
{品~ 1l辿 センター 川}l.!・泉悶・神科・盟殿・

B 
(i輔斤11'2附)

4月8日{村
東部・中央・城下・神川・

以回・川西

※接種時聞は午後1時30分から2時30分まで

※駐車場が狭いため、なるべく車での来場はご遠慮を

第2回

・痴ほう性老人をささえる家族の会

t>とき 2月15日(月)午後 1時30分-3時30分 bと

ニろ 市保健センター(南庁舎2階) t>内容 ①講演

「痴ほうのお年寄りへの接し方について」国立小諸療

養所 ・堀内締f行護婦(デイケア担当)②話し合い ・

相談 t>その他 当日介護を代わる人がいない場合は、

婦人ボランティアが伺いますので、 2月 8日(月)までに

ご述絡ください(内線1377)0 

お年寄りの・1まけ"足ついでの相談会

近ごろ、「もの忘れがひどいJr行動がおかしい」など

お年窃 1)について心配、お悩みのかたはいらっしゃい

ませんか。希望者は向齢者福祉センターまで申し込ん

でください。

t>と~ 3月1日(月)午後 1時30分-3時30分 bと

ころ 高齢者悩祉センター(クリーンセンター西降、

宮⑫4119)

年にオ回は受けましよう/

壁画
30歳を過ぎたら、 il:に 1[ulは子宮がん検診を受けま

しょう 。

t>対象 301誕以 1-.の会:'tt(rli民) t>費用 頚部が

ん1.00011J、!llIi日11がんと休部がんでし700門(体部がん

検診は、出1ft丹Ilがん検診のとき、[宍師が必要と認めた人

のみ九なお、(i)701誕n卜.の人②生活保護 ・市民税非ぷ

税↑11:僻の人は燃料{信)の人は受診i1Ijに保健予防諜へ述

給を) t>受診場所 ドぷの医療機関(事前に連絡を)

t>持ち物 保険，tJE t>注意事項 J大の場合は避けて

くださ t、。(j)'I:J1P'''';?J治療などで睦洗浄後2週間以内

③検診ljij11のたfal}ll:i活

子宮がん検診医療機関一覧表(50音煩}

[完綴線開r. -;It ~f; 受付時間
傷 :IJ 1ft ~.ト 午前 'r- fu 

民UJrli経院 @1573 8:30-11:00 

上田原7'1ニ寸7@3511 9:00-12:00 3:00-5:30本・土細目珂午後休必

一~司J" 守守::P点ーE婦人科
@8.18019:∞ー11:∞2:30-5:00 院JIIR午後休診

WtAlF完@1890 ; 8:30-11:∞ *'曜日・土峨nfゆ
!j_ ul州院 @2221 9:∞ー12:∞2:30-6:00 火・主砲目的;.~察

竹内J笠姉人制 @1321 9:00-12:00 1:00-5:30 七館日午後f主主量

~ H1 I~ 院 @1158 8・30-12:00 3:00-5:00 ~IIIU 休診

長加ilJ!1il4，l人科 ③1370 9:00-11: 10 

~r;良必品Il人科 ω0012 9:00-12:00 
午後は往診があリます

3:00-6:00 J)で電話をしてからお
でかけ〈えf幸、、

III{持ill|IlFHEEhbdd人人科科|@@2083530 0 
9:00-12:30 2:00-5:30 土同日午後休診

9:00-1:00 

二三好町産婦人将 @2381 9:00-11:30 2川0-5:30上倒白午後休診

やこの検E舎は、日曜日、祝日は各医療機関とも実施しません。

広報うえ定5.2. 7 [16] 


	P1 表紙
	P2 上田駅舎の建設基本計画の概要①
	P3 上田駅舎の建設基本計画の概要②
	P4 市の家計簿①
	P5 市の家計簿② 
	P6 カメラスケッチ①
	P7 カメラスケッチ②、上田ところどころ①
	P8 上田ところどころ②、みんなのページ①
	P9 みんなのページ②
	P10 暮らしのメモ①
	P11 暮らしのメモ②
	P12 お知らせア・ラ・カルト①
	P13 お知らせア・ラ・カルト②
	P14 情報テーブル①
	P15 情報テーブル②
	P16 保健ガイド

